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研究成果の概要（和文）：日本の陸性鳥類個体数の変化傾向を明らかにするため、探鳥会記録を含む複数の既往
データおよび現地調査を行った。(1)茨城県の既存データおよび現地調査の解析(N-mixture model)により、タマ
シギの個体数が過去20年間で約1/10に減少していること、その主要因の１つに湛水休耕田の減少が示唆された。
(2)モニタリングサイト1000データの解析(TRIM)により、2009-2020年の12年間で普通種47種が減少傾向にあるこ
とが示された。そのうち森林性種は微増、里山性・開放地性種は減少傾向にあった。(3)全国探鳥会記録のデー
タ整備を進め、データ入力が約9割終了した。今後も入力・解析を進める。

研究成果の概要（英文）：Several existing data including previous bird-survey data and field surveys 
were conducted to clarify the changing trends of Japanese terrestrial bird populations. (1) Analysis
 of existing data and field surveys in Ibaraki Prefecture (N-mixture model) suggested that the 
Greater Painted Snipe population has decreased by about 1/10 over the past 20 years and that one of 
the main reasons for this is the decrease in flooded fallow fields. (2) An analysis (TRIM) of 
Monitoring Site Project 1000 data showed that 47 common species have shown a declining trend over 
the 12 years 2009-2020. Of these, forested species showed a slight increase, while satoyama and open
 land species showed a decreasing trend. (3) The data compilation of the national birdwatching 
records has been progressed and data input has been completed for approximately 90% of the records. 
Further input and analysis will be carried out in the future.

研究分野： 生物多様性保全
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  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
農林業などの土地利用の変化にともなう生物多様性の変化傾向（トレンド）を定量化することで、生物多様性の
現状を理解すると同時に、必要な保全管理策について理解を深めることができる。本研究は人口減少による農林
業の衰退が生じている日本において、タマシギや里山性鳥類の個体数が減少していることを示し、彼らの個体数
増加には遷移初期生息地を維持するための人為的介入が必要であることを明らかにした。欧米と比較して日本の
生物多様性トレンドの定量化はこれまでほとんどなされておらず、COP15の自然共生社会の実現に向けて、国際
的にもデータの不足しがちなアジアの貴重な知見の一つとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
世界の人口は 2050 年に約 100 億人に到達すると予測されており、今後の土地利用の集約化によ
るさらなる生物多様性の減少が懸念されている。一方で、日本を含む一部の先進国では人口減少
および少子高齢化による農林業の放棄と、それにともなう植生遷移が起こっている。こうした土
地利用の変化が生物多様性の保全にとってプラスかマイナスかを理解することは、COP15 で掲
げられた 2050 年までの生物多様性共生社会の実現が可能かどうかの議論のための重要な基礎
的知見となる。 
マクロスケールの生物多様性の個体数変化傾向（トレンド）の定量化は、土地利用などの環境変
化の影響を理解する貴重な知見となる。しかし、これまでは欧米の鳥類個体数データは事例が豊
富だったのに対し、日本を含むアジアの鳥類の事例は非常に少なかった。こうした知識のギャッ
プを埋めることで、欧米とは異なる土地利用変化が生じている日本の保全管理戦略の議論を進
めることができる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、日本の探鳥会記録、モニタリングサイト 1000 などの既存データおよび野外調査に
よって、鳥類の個体数変化傾向を明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
(1)日本野鳥の会の探鳥会記録、(2)モニタリングサイト 1000 鳥類データ、および(3)既往研究＋
野外調査の３つの手段を用いて、日本の鳥類個体数トレンドの定量化を試みた。探鳥会記録はデ
ータ入力が完了していなかったため、データ入力を進めた。同時に、モニタリングサイト 1000
の鳥類データを入手し、2009-2020 年にかけての普通種 47 種の個体数トレンドを TRIM（Trends 
and Indice for Monitoring data）を用いて定量化した。さらに各種の個体数トレンドを目的変
数、各種の種特性を説明変数とした PGLS(phylogenetic generalized least squares)を行った。
さらに Multi-species indicators を計算し、各ハビタットグループ（森林性鳥類、里山性鳥類、
開放地性鳥類）ごとの幾何平均トレンドを算出した。既往研究については、1990 年代から調査
されたタマシギのモニタリングデータに、新規調査を行うことで、約 20 年間にわたる個体数変
化を推定した。推定には発見率を考慮した N-mixture model を用いた。 
 
４．研究成果 
探鳥会記録についてはデータ入力の 9 割程度が完了した。今後も入力・解析を続ける予定であ
る。モニタリングサイト 1000 鳥類データの TRIM および PGLS の結果、普通種のうち森林性鳥類
は微増傾向にあり、里山性・開放地性鳥類は減少傾向が見られた。この傾向は Multi-species 
indicators でも変わらなかった（図表については論文査読中のため公開しない）。最後にタマシ
ギ個体数は、過去 20年間のうちに個体数が約 1/10 に減少していること、その要因として湛水休
耕田の減少が関わっている可能性を明らかにした（図１）。これらの成果によって、日本の鳥類
個体数トレンドに関する貴重な知見を提示することができた。今後、COP15 で宣言された 2050
年までの生物多様性共存社会の実現に向けて、こうした生物多様性トレンドに関するデータの
必要性は高まっていくと考えられる。本研究の成果はそうした状況での活用も期待できる。 
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